
1

大雨の危険度をまとめて地図表示します

大雨による災害発生の危険度をひと目で確認し、早めの防災対応をとっていただけるよう、
気象庁ホームページで、早期注意情報や警報・注意報、「危険度分布」の危険度等を、市町村等を
まとめた地域毎に色分けした地図表示を開始します。
この情報は、「危険度分布」の通知サービスにも用いています。
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各種防災気象情報を
まとめて地図表示

※ 大雨特別警報については黒で表示されませんのでご注意ください。



（参考）「危険度分布」の通知サービスについて

※1 住民の主体的な避難の判断を支援する取組の一環として、気象庁の協力のもとで、以下のリンク先の５つの事業者が実施するものです。
（http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/ame_push.html）。

※2 離れた場所に暮らしている家族に避難を呼びかけることにも活用いただくことができます。
※3 避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、近くの頑丈な建物の上層階に

避難するなど、自らの判断でその時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

土砂災害や洪水等からの自主的な避難の判断に役立てていただくために、危険度が高まったときに
メールやスマホアプリでお知らせするプッシュ型の通知サービス※1を開始しました。
この通知は市町村からの避難勧告等よりも先に届く場合があります。このため、通知を
受信したときには、市町村からの避難勧告等を確認するとともに、避難勧告等が発令されて
いなくても、市町村内のどこで危険度が高まっているかを「危険度分布」の地図や河川の
水位情報等で確認することで、自主的な避難の判断※2・3に活用いただけます。


